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近
枇
支
那
肺
含
に
於
い
て
紳
士
亡
云
ふ
名
孵
を
以
て
呼
ば
れ
る
祇
禽
勝
の
存
在
の
事
変
に
つ
い
て
は
こ
Ｌ
に
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も

な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
紳
士
な
る
爪
會
縢
は
近
代
の
献
禽
の
表
面
に
常
に
大
き
な
動
き
を
見
せ
て
を
り
、
就
中
乾
朧
朝
末
期
よ
り
起
っ
た

内
通
敦
徒
騒
擾
を
妓
初
さ
し
太
平
天
國
に
至
っ
て
蚊
満
潮
に
逹
し
た
農
比
戦
稲
さ
の
對
立
關
係
に
於
い
て
顯
蒋
な
派
動
を
示
し
て
ゐ
る
。

即
ち
明
末
の
挫
民
戦
乖
を
鎭
雌
し
、
国
内
平
和
を
維
持
す
る
使
命
を
以
て
成
立
し
た
滿
清
政
椛
の
官
兵
（
八
旗
）
は
糊
時
己
に
全
ぶ
嘘
頽

し
て
農
氏
叛
乱
に
對
す
る
防
術
の
用
を
な
さ
ず
、
之
に
代
る
新
し
い
武
力
ざ
し
て
剛
練
及
び
郷
剪
の
組
織
が
發
生
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
指
導
し
支
配
し
て
貧
挫
叛
乱
に
對
す
る
執
勤
な
闘
争
に
從
事
し
た
の
は
紳
士
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
鵬
練
直
は
郷
村
市
鎭
毎
に

坐
０

郷
剛
が
組
織
さ
れ
、
閲
内
の
住
比
が
州
皆
し
て
武
器
を
術
へ
壯
年
新
を
選
ん
で
隊
伍
を
結
成
せ
し
め
、
塗
黍
を
作
っ
て
守
禦
避
難
の
州
に

宛
て
る
雌
剛
の
軍
事
組
織
で
あ
る
が
、
紳
士
は
郷
剛
の
開
長
・
叫
總
こ
し
て
又
爆
是
爽
暹
直
し
て
之
を
指
導
し
、
特
に
太
平
飢
に
於
い
て

は
各
打
有
力
紳
士
を
該
宥
将
辨
剛
練
事
立
後
に
は
将
辨
剛
練
大
臣
に
任
じ
て
一
禰
内
の
捌
練
を
統
轆
せ
し
め
、
全
図
的
に
紳
士
に
よ
る
軍

、
清
代
肚
愈
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
六
一

清
代
祗
會
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
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先
づ
如
何
な
る
人
共
が
紳
士
ざ
孵
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。
今
各
省
在
籍
亘
紳
さ
し
て
削
練
事
宜
叉
は
閣
練
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
紳
士

逹
の
履
歴
を
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
湖
南
の
曾
國
藩
で
あ
る
が
、
王
定
安
の
「
曾
文
正
公
大
事
記
」
に
よ
れ
ば
曾
氏
は
明

以
来
湖
南
に
住
し
農
を
業
ざ
し
、
彼
の
父
鱗
書
は
生
員
で
あ
る
・
國
藩
は
十
六
才
で
縣
試
に
唯
じ
て
備
生
を
取
り
、
二
十
三
才
で
縣
學
生

員
喧
な
り
翌
年
畢
人
．
腓
八
才
で
會
試
に
中
式
し
殿
試
を
経
て
進
士
田
身
を
賜
ひ
、
翰
林
院
庶
吉
士
を
授
け
ら
る
。
以
后
翰
林
院
倦
事
府

に
列
し
て
楡
討
よ
り
侍
識
・
侍
読
・
熊
事
府
右
赤
坊
右
庶
子
を
經
て
侍
誰
學
士
に
進
み
、
川
七
歳
で
内
閣
學
士
さ
な
り
、
次
で
職
部
右
侍

郎
よ
り
左
侍
郎
に
進
ん
だ
が
や
成
幾
二
年
鉦
憂
に
よ
り
同
籍
服
喪
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
外
の
各
省
宜
紳
を
清
士
列
傅
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
先
づ
湖
南
の
羅
緤
典
は
貢
生
よ
り
廷
試
を
經
て
進
士
ざ
な
り
、
翰
林
院
細

字
〆

修
よ
り
地
方
官
に
稗
出
し
、
知
府
・
按
察
使
・
布
政
使
を
經
て
湖
北
巡
撫
に
袖
せ
ら
れ
た
人
で
あ
り
、
江
西
の
陳
孚
恩
は
埜
皿
生
の
出
身

で
、
以
后
中
央
官
界
に
在
っ
て
漸
次
昇
進
し
て
刑
部
尚
審
に
至
っ
た
が
、
故
あ
っ
て
革
職
さ
れ
同
籍
中
に
幽
練
事
江
に
任
ぜ
ら
れ
、
後
郷

浦
代
肚
介
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
六
二

●

猫
裁
制
哲
狂
施
し
た
．
叉
郷
剪
亡
は
流
雌
を
雁
募
し
て
宮
よ
り
口
縦
を
給
し
随
衝
打
技
す
る
額
外
の
軍
隊
で
あ
る
が
、
太
平
飢
術
時
湖
南

紳
士
曾
聞
群
・
左
宗
乗
・
胡
林
魏
等
は
後
に
湖
市
単
さ
な
っ
た
湘
単
・
楚
単
を
，
安
徽
紳
士
李
泌
章
は
准
軍
の
郷
勇
蛎
を
組
織
し
て
岡
つ

、

■

た
の
で
あ
っ
て
、
、
韮
教
飢
は
此
の
紳
士
の
指
導
し
た
肌
練
に
よ
っ
て
”
太
平
剛
は
郷
功
軍
に
よ
っ
て
討
減
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
や
う

ｂ

に
凪
次
の
農
雌
戦
乖
に
於
い
て
術
に
鋭
い
對
立
開
係
に
世
か
れ
た
紳
士
の
耽
會
的
な
性
格
を
、
（
勿
論
極
め
て
皮
祁
的
で
あ
り
、
座
登
一

室

而
的
で
あ
り
す
ぎ
る
こ
さ
も
免
れ
な
い
で
あ
ら
う
が
）
老
へ
て
み
た
い
さ
思
ふ
の
で
あ
る
。

⑭
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一
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一

の
箔

壽 例 言 戦 ｄ 勺 時 胤 、 、 葬 儘

《 噂 ・ 浩 母 母 遣 ｝ 雲 繋 酌 昔 則 Ｉ ｄ 汁

卦 鳶 側 が 。 三 川 一 叩 滞 再 い 早 計 荷 藍

． 』 Ｓ 縄 ・ 八 時 冥 冥 一 零 ｓ ’ ＠ 画 晦

繋 満 冨 一 伽 眞 ・ 淵 計 ‐ 一 一 ‐ 擢 二 峠 一 鳶 黒 雲 ｄ鳶 ｎ 滴 項 ‐ 一 Ｍ 、 吾 Ｓ ｌ 僻 ・ 紫 Ｓ 鮨 寓 言弓 ４ ． 兵 Ｓ 言 ｅ 言 斗 犀 ・ 翁 祷 川 含 淵

今 蝿 津 苦 言 祠 荷 〈 。 。 』 労 ． 引 常 言 弓

萄 ㈱ 輯 燥 洲 啼 鐸 評 率 率 轄 吟 蔀 華 一 一 、 熱嘩 彗 興 び 醒 罫 Ｓ 蒔 例 鶴 一 小 Ｊ 営 薫 南

巻 汁 喜 、 漁 吋 圭 一 卦 舜 興 ’ 八 樹 一 仰 号時 命 毒 Ｓ Ｊ ・ 華 汁 で 口 浸 勺 蓋 筒 華 里６ 号 時 萄 司 満 堂 司 汁 串 司 割 Ｓ 領 欝

苓 齢 彗 Ｓ ひ 鮮 与 津 戦 歸 蕾 ． 竺 而 片

言 ・ 毎 雲 び Ｓ ｄ 邸 ． 芹 擢 蚤 薦 檮 吾 両

前 Ⅷ 一 岫 Ｓ Ｓ 汁 で 珂 肝 営 割 汽 排 丙

悪 興 冥 隣 ・ 封 Ｓ ， ． 隣 Ｓ 鳶 で 甫

罵 蕊 馨 汽 鳶 与 蔭 ． 鴬 汚 羊 幾 荷 点。 郡 ． 川 芹 い 謙 舜 震 言 蕊 で 鱈 い

母 職 病 闘 興 津 〈 ． 黙 蔚 酎 司 壽 言》 ダ 震 Ｓ 声 輿 壜 昇 丙 斜 轡 帯 甘ゞ 戦 ４ 藻 岬 肝 丙 案 吟 ● 浦 壽 戸

・ 薫 “ 餌 蝿 Ⅲ 画 計 鷲 》 が 噂 Ｓ 胤

緊 岬 雲 冷 萬 淵 ‐ 。 両 祁 諜 塁 卦 等

画 Ｓ ‐ 一 ！ 。 汽 緋 荷 叩 Ｓ 毒 薪 宰 ・ 鯲

埠 ‐ ！ 。 汁 卑 酎 汚 蒙 乗 醒 興 塁 ・

輿 Ｏ Ｓ 。 ｗ 味 辱 嘩 。 即 一 説 望 可 州 卦 ． 逗

異 蕊 。 主 ” い 岬 母 が 畔 誉 ｓ ４ － 斤

” 潅 妙 。 牒 言 Ｓ か 惑 い ‐ 一 ↓ ！ ‐ 〕 与 寓

二 一 側 』 側 Ｊ ユ 卦 ・ 哩 山 鯲 帆 」 釧 が 祁汁 ご 鳶 Ｊ 岬 両 。 舜 嘉 潅 ・ Ｓ

才 内 い 垂 ． 、 Ｓ 砂 夢 い 只 壜 亭室 蕾 兵 罫 藻 ご 》 只 者 号 重

‐ 労 づ 罫 葬 － ｓ １ ｓ Ｊ Ｊ が ・ 三 埒

が 営 渇 崖 冥 命 曽 讓 ・ 、 八 濁 々 § 釧

喜 藤 。 龍 俸 砂 一 一 虜 鶇 叫 華 “ ｅ三 訟 酔 丙 鴦 が ゞ 慧 卦 汚 諄 ・ 満

時 黛 舜 計 卦 、 戦 寓 昇 、 縦 ｒ ‐ 祠膳 Ｓ 〈 が 寮 ＆ 糖 擬 命 Ｓ 」 いで 彗 浪 器 ・ 命 揖 戸 〆 号 号 邨

汁 営 壼 畔 噸 坐 艸 号 両 汽 両 。 丙 営蔑 謂 斗 Ｓ 》 ｎ Ｊ

許 》 耐 需 享

■ 甲 薗 Ｔ ｂ

、 Ｎ Ｐ Ｊ

Ｊ 圭 一 鱈 咋 卦 ． Ｊ ・ Ｓ ｒ鳶 十 ・ ン 宗 罫 零 ｓ

頁 望 ・ 命 鳶 Ⅱ 爺

鳶 荒 醒 喜 興 誇 ・ 華 率 劇 濡 Ｓ

酔 評 翻 峠 》 塞

普 粥 常 錐 牒 汽

「 幸 蒔 守 、 犀 寓

葺 繕 。 ． Ⅱ 擬 里” Ｓ 尋 画 官 〆 琴

・ 二 一 い 菫 一 》 心 顎 一 号

ゆ

』

や

醒
尭
濯
耐
S卦
菖
，
●
陦
丙
浸
菖
雪
壹
時
澪
購
雲
ハ
舜
軒
至
堂
r↑
言
い
卑
寄
時
岡
汁
雲
至
号
南
計
営
鰕
箔
汁
‘
晦
堅
片
際
興
冒
覺
暴
噸
S議

陰
寺
，
●
儂
丙
煮
僕
rl
rj
王
丙
時
信
丙
醗
‘
・
特
例
降
料
譜
彊
丙
晉
南
計
号
料
誌
‘
嘩
藍
s汁
際
輿
闘
墓
微
S渇
昌
料
』
で
爺
禽
両
三
斡
輿
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満
代
肚
称
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
六
四

以
上
に
よ
り
紳
士
さ
呼
ば
れ
る
人
糞
は
噸
る
庇
範
咽
に
亘
り
、
そ
の
勢
力
名
蛭
に
も
礎
多
の
祁
異
の
在
る
べ
き
事
が
知
ら
れ
る
が
、
凡

り

そ
五
通
り
に
分
け
ら
れ
る
。
即
ち
一
は
現
任
術
惟
、
二
は
退
職
宵
恢
、
三
は
秀
才
畢
人
に
し
て
仕
官
せ
ざ
る
も
の
ゞ
川
は
向
僚
候
杣
稀
、

五
に
品
付
の
み
も
つ
紳
士
で
あ
る
。
現
職
の
官
吏
は
勿
論
京
師
又
は
地
方
の
任
地
に
在
る
が
、
第
二
か
ら
第
五
に
至
る
右
の
川
通
り
の
紳

士
は
在
縦
し
て
ゐ
る
の
が
杵
迩
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
郷
紳
を
孵
さ
れ
る
。
つ
皇
り
紳
士
ざ
は
官
恢
亡
郷
紳
さ
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

紳
士
ざ
は
以
上
の
如
き
隣
い
範
困
を
含
む
が
、
注
同
す
可
き
は
彼
ら
の
肺
愈
的
地
付
の
い
か
な
る
祁
異
を
も
超
え
て
、
彼
ら
は
何
れ
も

科
班
制
ご
そ
れ
を
通
し
て
育
僚
な
る
法
制
的
身
分
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
さ
に
於
い
て
一
致
し
て
ゐ
る
鮎
で
あ
る
。
右
に
あ
げ
た
紳

士
逹
の
經
歴
が
示
す
如
く
彼
ら
は
科
緊
の
受
駒
群
か
或
ひ
は
及
節
軒
か
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
官
僚
候
袖
蒜
か
或
ひ
は
現
職
退
職
の
官
僚

か
で
あ
る
。
つ
ま
り
科
畢
の
試
瞼
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
り
官
僚
た
る
法
制
的
身
分
を
取
得
し
や
う
と
す
る
人
凌
で
あ
る
職
に
於
い
て
は
彼

ら
の
す
べ
て
が
一
致
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
．
そ
れ
は
品
位
の
み
も
つ
紳
士
の
場
合
も
異
ら
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
先
の
湘
郷
縣
紳
士

劉
振
糸
は
子
弟
の
教
育
す
る
に
術
っ
て
「
其
教
子
務
迦
經
術
立
名
義
不
以
科
鋪
鰯
な
」
置
云
は
れ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
彼
の
如
き
程
度
の
紳

士
に
在
っ
て
も
猫
そ
の
子
弟
は
科
鋪
を
志
す
も
の
で
あ
り
、
仙
川
も
亦
術
然
そ
れ
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
不
以
科
節
鰯
念
」

駆
間
の
鋪
一
義
的
使
命
を
傘
荻
す
る
行
き
方
を
採
っ
た
紳
士
劉
振
宗
の
子
弟
教
育
方
針
が
通
志
の
細
肴
に
よ
っ
て
蛍
識
さ
れ
た
芭
云
ふ
事

蛮
、
少
く
共
僅
糞
数
行
の
通
志
の
小
傳
の
中
に
特
筆
大
書
す
る
に
慨
す
る
奇
特
な
行
爲
琶
見
微
さ
れ
た
ざ
云
ふ
事
蛮
は
、
官
僚
な
る
身
分

が
肺
含
の
渇
仰
の
的
で
あ
り
、
紳
士
は
官
恢
た
ら
ん
が
鰯
に
科
錨
を
ｎ
的
さ
し
て
學
問
に
志
す
薪
こ
す
る
動
か
す
べ
か
ら
ず
ろ
通
念
に
支

配
さ
れ
て
ゐ
る
献
會
に
於
て
初
て
可
能
で
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

●

要
す
る
に
だ
か
ら
紳
士
ざ
は
科
畢
制
を
通
じ
て
官
僚
ざ
な
り
う
る
養
格
を
耐
會
的
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
身
分
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼

夕
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I● 可

ト 『

以
上
述
べ
て
き
た
所
に
よ
り
紳
士
の
政
治
的
立
場
は
、
屡
糞
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
原
則
的
に
は
一
應
官
僚
の
そ
れ
に
共
通
す
る
ご
云

へ
る
で
あ
ら
う
。
清
朝
の
政
治
椛
力
機
確
は
瀧
清
皇
帝
に
匝
蹄
す
る
軍
機
虚
か
内
閣
ご
六
部
五
寺
二
院
・
通
政
使
司
及
び
翰
林
院
等
の
中

央
官
聴
さ
杯
撫
以
下
の
地
方
官
臓
さ
で
あ
る
が
ゞ
異
民
族
の
王
朝
の
支
剛
の
下
に
漢
人
官
僚
牌
が
何
の
程
度
に
迄
之
に
琴
與
を
許
さ
れ
た

か
を
五
品
官
以
上
に
つ
き
「
光
緒
大
浦
含
典
」
に
よ
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
孤
藩
院
を
除
く
外
は
軍
機
庭
・
内
閣
以
下
の
各
官
何
れ
も
滿
漢

併
用
で
あ
り
、
定
員
の
な
い
軍
機
庭
を
別
ざ
し
て
、
内
閣
大
畢
士
・
協
辨
大
學
士
、
六
部
の
尚
諜
左
右
侍
郎
、
都
察
院
の
左
都
御
使
・
左

副
都
御
史
・
六
科
給
事
中
・
監
察
御
史
・
巡
城
御
史
、
通
政
使
司
の
使
・
刷
使
・
参
議
、
大
理
・
大
常
。
光
職
・
大
僕
・
鴻
臓
五
寺
の
郷

・
小
郷
及
び
翰
林
院
の
掌
院
・
侍
誠
學
士
等
は
何
れ
も
沌
漢
各
岡
数
で
あ
る
が
、
内
閣
學
士
及
び
六
部
の
郎
中
・
員
外
郎
等
の
官
に
在
っ

て
は
猟
官
定
且
に
比
し
漢
有
の
夫
れ
は
逃
し
く
小
数
で
あ
る
。
以
上
は
中
央
政
府
で
あ
る
が
、
次
に
地
方
官
を
み
る
に
總
将
巡
撫
・
布
政

使
・
按
察
使
に
限
り
滿
漢
併
朋
で
あ
る
が
、
以
下
の
総
愉
逝
・
畔
臓
逝
・
蝿
法
迩
・
河
逝
・
分
巡
迩
・
河
床
道
・
蝿
述
使
・
學
政
使
・
知

府
・
同
知
。
知
州
・
知
縣
等
の
官
は
す
べ
て
漢
貝
の
み
任
川
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
を
み
れ
ば
京
外
官
を
通
じ
て
漢
人
向
係
は
或
る
程
狭
め
制
限
の
下
に
世
か
れ
て
を
り
、
そ
の
軸
前
人
ざ
は
多
少
和
異
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
が
．
し
か
し
さ
も
か
く
以
上
の
如
き
制
限
の
埒
内
に
於
い
て
彼
ら
は
政
椛
機
構
に
考
與
し
中
央
地
方
の
政
治
に
糊
る
も
の
で
あ
る
。

浦
代
祇
倉
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
六
五

ら
は
何
れ
も
数
代
綾
い
て
紳
士
で
あ
，
り
、
斌
會
的
に
庶
比
さ
は
全
く
厩
別
し
て
扱
は
れ
る
存
在
で
あ
る
鮎
か
ら
一
の
階
級
勝
を
な
す
の
で

あ
る
。
．
．

（
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二
）
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清
代
肚
會
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
六
六

だ
か
ら
紳
士
は
官
僚
ど
な
る
事
に
よ
っ
て
庶
雌
階
級
（
坐
災
・
中
小
商
人
・
手
工
業
者
等
）
に
對
し
て
治
配
者
ざ
し
て
臨
む
の
で
あ
る
。

＃

紳
士
が
官
僚
た
る
法
的
身
分
を
取
得
す
る
に
は
彼
ら
は
科
畢
に
雌
じ
て
之
に
及
節
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
囎
光
締
大
浦
禽
典
に
よ
り
科

畢
制
の
内
容
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
先
づ
妓
下
級
は
府
縣
試
で
之
に
合
橘
し
た
薪
は
學
政
使
毎
歳
巡
閲
に
常
り
府
に
て
親
試
を
受
く
。
こ

の
歳
試
の
試
題
は
Ⅲ
書
中
の
一
旬
一
節
を
題
、
さ
し
宋
儒
の
義
理
を
用
ひ
て
解
樺
せ
し
め
る
も
の
で
、
及
第
す
れ
ば
秀
才
芭
な
る
。
秀
才

は
毎
三
年
各
樹
會
に
て
考
試
を
受
け
る
が
、
こ
れ
が
郷
試
で
二
日
宛
三
場
に
分
た
れ
、
一
場
は
川
書
制
義
文
三
題
ご
五
言
八
韻
詩
一
題
、

二
場
は
五
經
女
五
題
で
五
經
中
の
一
旬
一
節
を
ざ
り
敷
術
注
樺
し
て
作
文
せ
し
む
。
三
場
は
策
諭
五
道
。
之
に
及
節
す
れ
ば
畢
人
で
あ
つ

Ｑ

て
、
こ
の
畢
人
が
進
士
ざ
な
る
に
は
會
試
を
受
け
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
考
試
題
文
は
郷
試
さ
同
様
で
あ
る
。
之
に
及
第
し
た
進
士
は

次
で
保
和
殿
に
對
策
せ
し
め
ら
れ
る
が
、
之
が
廷
試
で
あ
る
。
こ
の
外
優
貢
抜
宜
の
制
が
あ
り
、
優
貢
の
考
試
は
四
番
丈
二
篇
・
經
解
一

浦
・
策
一
道
・
五
言
八
韻
詩
一
首
、
抜
宜
の
夫
れ
は
川
諜
丈
二
題
・
經
解
一
題
・
策
諭
各
一
道
・
五
言
八
韻
排
律
詩
一
首
で
あ
る
が
ゞ
以

上
の
考
試
の
内
容
を
み
る
に
そ
れ
は
Ⅲ
書
五
經
の
解
群
ざ
作
文
作
詩
で
あ
り
、
そ
の
所
説
は
必
ず
宋
儒
の
畢
説
に
擦
る
可
く
、
修
僻
も
八

股
文
鰡
を
厳
守
す
る
こ
さ
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
。
官
縦
た
ら
ん
と
志
す
紳
士
は
か
や
う
な
經
學
詩
文
を
學
ぴ
そ
れ
に
熟
逹
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
幼
少
よ
り
壯
年
に
至
る
迄
か
く
し
て
読
書
作
文
に
専
念
す
る
紳
士
逹
は
つ
ま
り
讃
番
人
で
あ
り
、
知
識
人
な
の
で

あ
る
。
即
ち
紳
士
は
知
識
勝
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
紳
士
以
外
の
祇
會
階
級
芭
云
へ
ぱ
諫
沓
に
耽
る
餘
裕
な
ぞ
は
無
論
有
た
な
い
、
そ
れ

故
に
紳
士
か
ら
屡
交
「
蛾
民
無
知
」
這
云
は
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
庶
民
階
級
だ
け
な
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
紳
士
こ
そ
精
代
支
那
祁
會

陣
存
在
し
た
唯
一
の
文
化
暦
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
紳
士
は
文
化
的
に
も
庶
比
に
優
越
し
た
文
化
凋
占
的
な
立
場
に
在
る
わ
け
だ

が
、
そ
の
文
化
ざ
は
科
塞
の
内
容
が
示
す
や
う
に
儒
教
儒
學
を
中
心
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
儒
教
文
化
を
維
持
和
仰
す
る
推
ひ
手
で
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次
に
考
察
さ
る
べ
き
は
紳
士
の
經
濟
的
地
位
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
先
づ
問
題
ご
な
る
の
は
其
の
農
村
に
占
め
る
地
位
で
あ
る
。
農
村

紳
士
は
紳
士
の
中
で
も
特
に
多
い
が
、
こ
上
に
彼
ら
の
中
の
一
の
場
合
さ
し
て
例
〈
ぱ
王
定
安
の
「
曾
文
正
公
大
事
記
」
に
つ
い
て
み
る

な
ら
ば
、
曾
國
群
の
家
は
元
明
以
來
湘
南
に
住
ん
で
農
を
業
さ
し
、
國
藩
の
姐
父
王
屏
に
至
っ
て
家
業
を
大
に
し
た
が
、
王
屏
は
秘
廟
の

無
き
を
迩
憾
さ
し
宗
族
諾
老
に
謀
っ
て
速
泄
の
祠
堂
芭
曾
秘
父
の
祠
宇
さ
を
建
立
し
、
三
月
十
月
に
盛
大
な
祭
典
を
醤
む
例
さ
し
た
苣
云

ふ
の
で
あ
っ
て
、
祠
廟
を
中
心
に
屡
交
一
部
落
を
成
す
大
衆
族
の
多
い
湖
南
地
方
に
於
い
て
智
氏
も
亦
そ
の
一
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
玉
屏

は
叉
・
「
令
子
姓
出
就
名
師
又
好
鐡
接
文
士
候
離
需
塵
常
願
迩
材
宿
儒
接
跡
吾
門
」
、
「
津
梁
道
途
廃
壌
不
猜
考
孤
謹
塞
疾
無
告
蒋
逓
吾
力
之

所
能
随
時
岡
之
」
を
自
ら
語
っ
て
ゐ
る
如
く
、
郷
蕪
の
師
表
ご
な
り
公
共
事
業
に
率
先
識
力
す
る
勢
力
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
曾
剛

藩
が
迩
際
に
幾
千
の
土
地
の
所
有
新
で
あ
っ
た
か
を
知
り
え
な
い
こ
ざ
に
於
い
て
は
明
か
な
断
定
を
下
す
事
は
控
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
．

が
、
曾
氏
の
郷
間
に
於
け
る
對
世
間
的
な
地
位
を
物
語
る
右
の
一
三
一
の
事
変
か
ら
そ
の
經
濟
的
地
位
を
想
定
す
る
事
が
も
し
許
さ
れ
る
ざ

す
れ
ば
、
そ
れ
は
常
農
或
ひ
は
地
主
以
上
芭
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
・

一
方
こ
の
時
紳
士
の
指
導
し
た
地
方
幽
練
に
於
い
て
各
郷
楜
の
公
學
す
る
剛
總
・
閲
長
に
は
、
身
家
設
蛮
有
岡
康
新
明
白
事
休
素
孚
人

望
人
等
の
項
ｎ
が
必
ず
そ
の
費
格
さ
し
て
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
関
練
の
指
導
着
が
か
上
る
條
件
を
具
備
す
る
必
要
の
あ
る
事
は
疑
ふ
餘
地

も

が
な
い
が
、
何
れ
に
せ
ょ
か
上
る
條
件
に
該
淵
す
る
姿
絡
め
る
新
さ
し
て
紳
士
が
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
そ
の
農
村
に
於
け
る
枇
間
的
經

消
代
杜
愈
に
於
け
る
紳
士
の
存
次
六
七
。

あ
る
芭
云
ふ
事
が
紳
士
に
官
僚
機
朧
に
塞
與
す
る
菱
格
を
典
へ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
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浦
代
就
會
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
・
六
八

濟
的
地
位
を
示
す
も
の
ご
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
無
論
一
概
に
紳
士
Ｅ
云
っ
て
も
そ
の
伽
だ
の
場
合
に
よ
り
そ
の
經
濟
力
は
机
災
す
る
だ
ら

う
が
、
右
の
曾
氏
や
剛
練
を
支
配
し
た
紳
士
逹
の
例
に
よ
っ
て
避
村
紳
士
の
一
般
的
場
合
を
云
へ
ぱ
諺
彼
ら
は
郷
村
の
勢
門
望
族
さ
し
て

尊
敬
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
經
濟
的
に
は
富
避
或
ひ
は
地
主
で
あ
る
這
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

紳
士
の
經
濟
的
地
依
を
決
定
す
る
一
の
亜
大
な
要
素
こ
し
て
紳
士
が
官
惟
Ｅ
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
先
づ
老
へ
ら
れ
る
の
は
官

職
に
作
ふ
制
規
の
俸
給
で
あ
る
が
、
清
朝
の
京
外
文
官
俸
職
は
一
品
官
筬
賜
俸
銀
両
八
十
雨
で
京
員
に
は
塒
に
作
米
九
十
菰
が
付
く
．
こ

れ
が
官
吏
年
俸
の
”
聴
商
額
な
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
沌
少
に
す
ぎ
る
事
は
勿
論
で
あ
っ
て
‐
だ
か
ら
こ
れ
は
問
題
で
な
く
事
変
上
の
俸
給
は

養
派
銀
で
あ
る
。
養
脈
銀
の
一
例
ざ
し
て
漢
員
地
方
向
の
夫
れ
を
み
る
に
、
總
将
は
年
給
銀
一
鮒
三
千
胴
乃
至
両
剛
、
巡
撫
は
一
醐
叩

乃
至
一
曲
五
千
雨
、
布
政
使
は
五
千
剛
乃
至
九
千
剛
、
按
察
使
三
千
雨
乃
至
八
千
剛
、
逝
貝
二
千
剛
乃
至
八
千
剛
、
知
府
一
千
剛
乃
至
似

千
雨
、
知
州
五
両
胴
乃
至
一
．
一
千
雨
、
知
縣
川
而
雨
乃
至
一
千
稲
で
あ
る
。
こ
の
養
賑
銀
は
必
ず
し
も
過
少
と
は
云
へ
な
か
っ
た
や
う
で
あ

る
が
、
溌
際
に
は
官
僚
に
さ
っ
て
こ
の
僅
少
な
收
入
は
少
し
も
魅
力
で
は
あ
り
え
な
い
．
だ
か
ら
官
吏
の
俸
給
な
ぞ
は
問
題
を
す
る
に
他

し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
上
で
は
官
吏
が
俸
給
以
外
に
發
兇
す
る
よ
り
大
な
る
經
濟
的
利
益
が
問
題
を
な
る
の
で
あ
る
。

支
那
官
僚
の
顯
著
な
特
性
の
一
Ｅ
し
て
收
敬
さ
云
ふ
事
狂
は
術
に
あ
げ
ら
れ
る
。
養
廉
銀
制
刺
設
の
、
的
は
こ
の
悪
智
を
防
過
す
る
事

に
在
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
し
か
し
依
然
弧
く
こ
の
悪
禰
は
残
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
・
例
へ
ぱ
成
幾
初
各
樹
剛
練
の
変
施
に
際
し
て
政
府
は

．
切
布
澄
經
斐
唯
由
公
正
紳
士
講
辨
不
得
育
露
抑
勒
致
滋
流
弊
」
、
又
は
「
母
詐
地
方
官
籍
端
勒
派
致
滋
流
弊
」
さ
同
様
な
意
味
の
諭

胃
老
屡
次
與
へ
て
地
方
官
を
戒
め
、
そ
の
不
緋
な
干
與
を
防
止
す
る
事
に
努
め
て
ゐ
る
が
、
し
か
し
一
方
で
は
又
紳
士
に
對
し
て
も
「
至

各
犠
所
保
紳
士
人
数
多
其
中
辨
理
不
善
不
協
郷
評
薪
該
地
方
官
査
明
令
母
脈
待
理
」
這
云
ひ
、
開
練
に
常
る
紳
士
は
公
正
紳
士
で
な
け
れ

’
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ぱ
な
ら
ぬ
事
は
い
か
な
る
場
合
に
も
弧
調
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
比
に
云
ふ
紳
士
ざ
は
無
論
郷
紳
で
あ
る
が
、
以
上
の
如
き
禁
令
を
屡
糞
發
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
は
此
ら
官
僚
亡
郷
紳
即
ち
在
朝
在
野
の
紳
士
逹
が
機
含
め
る
毎
に
如
何
に
不
正
を
な
す
か
画
政
府
に
よ
っ
て

充
分
認
識
さ
れ
弊
戒
さ
れ
て
ゐ
に
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
偶
盈
太
平
天
剛
の
大
動
乱
は
側
練
及
び
軍
礎
の
財
源
直
し
て
の
指
輪
薙
金
な
ざ
の

收
敏
の
多
く
の
機
含
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

紳
士
が
い
か
に
し
て
收
数
を
な
し
た
か
を
二
三
の
例
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
例
へ
ば
文
宗
蛮
錐
に

。
「
蹄
徳
府
知
府
傅
壽
形
毎
月
領
餉
八
千
雨
歴
勇
二
千
名
守
城
之
時
毎
門
止
有
三
十
塙
其
余
拷
係
虚
旨
」

「
指
納
員
外
郎
梁
瑛
在
誉
用
事
虚
日
勇
糀
分
肥
入
己
以
佃
勇
川
商
人
狸
報
三
千
人
」

官
吏
は
政
府
支
出
に
係
る
軍
究
等
を
か
や
う
に
し
て
極
め
て
屡
交
藩
服
す
る
の
で
あ
る
。

軍
斐
の
財
源
さ
し
て
の
此
冊
か
ら
の
指
輪
に
絡
ま
る
官
紳
の
不
正
行
鰯
も
多
く
、
丈
宗
蛮
録
に

夕

「
在
雑
巾
允
砺
桂
芥
辨
理
糊
描
多
有
狗
庇
其
親
戚
術
戸
之
在
災
江
太
湖
臓
等
唯
新
卒
多
應
厩
該
員
家
本
塞
素
自
澗
州
之
後
世
買
田
旋
建

號
腸
屋
噸
成
常
家
」

．
「
金
難
縣
知
縣
楊
照
蕊
籍
柑
鰯
名
証
人
從
逆
東
郷
一
価
即
收
銀
十
醐
剛
均
入
私
案
」

「
微
郡
自
三
年
以
後
指
款
至
錘
應
が
悲
多
前
任
款
縣
知
縣
劉
硫
敏
携
帯
描
柵
逃
蹄
原
籍
山
東
並
義
練
川
之
勒
描
自
收
自
川
兼
有
澄
産
寄

頓
薪
學
政
之
收
拒
存
銀
悲
多
」

こ
れ
は
官
僚
或
ひ
は
退
官
郷
紳
の
不
服
で
あ
り
、

「
有
人
奏
慶
祓
川
派
勧
拍
委
員
車
賜
飲
俄
悉
曲
州
縣
供
給
毎
到
一
唯
句
卵
劣
紳
指
戸
挨
宋
衞
戸
等
有
私
塊
委
貝
銀
銭
粁
即
嚥
賑
不
報
不

・
満
代
祗
含
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
六
九
恥

『
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己

漕
河
大
員
多
山
請
託
知
而
不
問
並
有
撞
自
立
十
」

「
御
史
丁
紹
奏
江
蘇
省
分
其
完
稗
地
方
僅
数
州
縣
而
麓
損
各
頃
不
下
数
百
一
經
割
委
親
随
僕
從
蛮
繁
有
徒
遊
至
節
澱
門
包
悉
覗
乍
局
之

肥
癖
以
爲
塊
迭
徒
費
中
飽
一
椅
如
此
各
宿
可
知
」

■

「
代
理
漢
川
縣
事
候
袖
縣
丞
曹
耐
蛾
私
設
杣
皿
小
局
」

官
紳
は
公
設
の
局
ｆ
委
員
ざ
し
て
悉
意
收
敏
す
る
の
み
な
ら
ず
、
屡
堂
局
十
を
私
設
し
て
抽
麓
を
行
ひ
そ
の
收
入
は
無
論
全
額
を
私
收

す
る
の
で
あ
る
。

南
北
描
脳
過
多
官
私
鈷
雑
」
芭
云
ふ
状
態
を
呈
し
、
各
打
は
連
年
祷
渦
局
ご
確
柑
税
目
ざ
を
増
設
し
て
委
員
た
る
官
紳
の
好
餌
ざ
さ
れ
た

の
で
あ
る
・
例
へ
ぱ
文
宗
蛮
錐
に

将
撫
・
藩
呆
司
等
地
方
大
官
ざ
結
び
付
い
た
場
合
そ
の
官
椛
を
背
衆
ざ
す
る
郷
紳
の
樅
暴
振
り
で
あ
る
。

消
代
祗
含
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
七
○
・

逐
所
欲
嚇
派
多
拍
迭
州
縣
官
勒
委
辨
把
總
李
徳
英
在
甫
稔
等
唯
自
貼
告
示
並
有
術
縦
酒
及
句
串
劣
紳
附
呂
二
姓
私
識
相
崎
勒
派
等
事

從
九
衝
王
鋤
勒
索
孔
姓
規
炎
銀
叩
該
委
此
又
侭
迭
慶
祇
容
札
恭
蕊
籍
以
桐
嚇
宵
紳
河
川
劣
紳
陳
擢
之
與
該
委
員
罪
朋
比
鰯
好
所
捕
銀
叩

ｉ

ｌ

ｌ

１

１

有
句
串
私
索
粁
多
年
無
從
稽
班
」

こ
れ
ら
育
紳
に
絶
好
の
收
數
對
象
物
ざ
さ
れ
た
の
は
蔽
金
で
あ
っ
て
．
成
盤
三
年
創
談
さ
れ
る
寒
」
念
速
に
杵
及
し
一
年
後
に
は
「
大
江

「
江
北
糠
台
所
微
装
矩
報
解
蓼
糞
候
柿
投
効
以
及
職
員
生
監
笹
謀
札
委
同
鰯
美
差
叫
出
騒
擾
指
併
則
任
一
Ｍ

「
並
擴
御
史
呉
悼
奏
（
略
）
各
宥
勧
描
及
委
辮
皿
ｆ
委
員
率
多
虐
取
浸
蝕
以
飽
私
素
」

「
江
南
泰
州
仙
女
廟
設
立
描
厳
總
励
辨
兵
官
紳
多
方
肌
滞
難
催
欺
商
船
勒
楽
佳
景
次
印
等
鎧
梢
柑
不
逐
意
任
意
嚇
」

１
Ｊ
●
■
。
’
■
．
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イ

以
上
は
國
内
動
凱
の
場
合
で
あ
る
ざ
は
云
へ
紳
士
の
か
Ｌ
る
椛
力
に
よ
る
收
奪
行
爲
が
一
時
的
な
現
象
で
な
い
事
は
勿
論
で
あ
る
。
例

へ
ぱ
乾
隆
六
十
生
脹
建
宥
に
将
撫
以
下
各
州
縣
迄
を
包
含
し
た
大
疑
獄
事
件
が
發
生
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
今
「
史
料
旬
刊
」
の
「
乾
隆

蝿
耐
建
将
撫
伍
拉
納
浦
霧
受
賄
被
謙
案
」
孵
赦
の
梢
案
敵
に
よ
っ
て
そ
の
概
貌
を
窺
ふ
な
ら
ば
、
六
十
年
赤
よ
り
冬
に
か
け
て
漸
次
摘
發
さ

れ
て
行
っ
た
こ
の
事
件
は
そ
の
脹
汎
に
し
て
深
刻
な
鮎
で
支
那
官
場
の
底
知
れ
ぬ
暗
黒
面
を
雌
も
よ
く
謡
っ
て
ゐ
る
。
こ
上
に
そ
の
中
の

主
要
な
部
分
だ
け
を
摘
出
し
て
紹
介
す
る
ざ
、
錐
一
は
本
満
銭
職
の
浸
蝕
で
あ
っ
て
、
從
來
同
宥
は
倉
穀
六
十
川
寓
餘
石
・
庫
翌
一
千
六
寓

雨
臓
妖
さ
奏
報
し
な
が
ら
事
濟
ほ
そ
れ
迄
の
倉
庫
雨
項
練
臓
一
青
五
十
蔑
雨
以
上
に
及
び
、
五
十
九
年
各
州
縣
額
徴
地
丁
銀
は
應
免
各
州

縣
を
除
き
両
十
寓
雨
に
逹
す
べ
き
を
中
央
へ
の
奏
鈍
に
は
三
土
一
一
湖
雨
直
孵
し
て
ゐ
た
。
即
ち
十
分
の
七
だ
け
を
各
州
縣
で
任
意
侵
梛
し

て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
不
正
を
黙
認
し
て
ゐ
た
将
撫
等
の
取
得
す
る
分
前
は
巨
額
に
逵
し
た
で
あ
ら
う
が
そ
の
靴
は
明
か
に
さ
れ
て

ゐ
な
い
。
次
に
細
将
伍
拉
納
さ
蝿
商
周
經
な
る
若
さ
の
結
託
か
ら
生
じ
た
数
交
の
不
正
取
引
再
周
經
開
く
所
の
銀
店
柑
鋪
に
藩
庫
銀
を
流

用
し
て
登
本
さ
し
、
六
十
年
森
藤
司
伊
轍
布
解
任
の
時
流
川
銀
八
閏
五
千
雨
の
中
川
醐
雨
は
返
還
不
能
に
陥
り
、
将
撫
は
樟
州
賑
銀
六
寓
雨

／

の
中
か
ら
流
朋
し
て
帳
而
を
合
せ
た
こ
ざ
で
、
柊
撫
悲
司
等
は
無
諭
利
益
を
分
配
さ
れ
る
の
で
の
り
、
つ
ま
り
彼
ら
は
一
味
共
同
し
て
官
庫

の
銀
を
餐
本
に
周
經
の
名
義
で
俄
鋪
雄
飛
を
經
掻
し
て
ゐ
た
に
外
な
ら
な
い
。
又
周
經
は
聴
商
さ
し
て
の
自
己
の
利
益
の
た
め
囎
賄
し
、
四

十
四
年
以
來
歴
任
将
撫
は
二
繭
乃
至
五
禽
雨
を
收
受
し
、
伍
拉
納
は
全
部
で
十
五
漉
雨
に
及
び
巡
撫
茄
森
は
二
繭
雨
を
收
受
し
て
ゐ
る
。

こ
の
事
件
の
主
要
人
物
中
漢
人
た
る
巡
撫
浦
繰
ざ
按
察
使
銭
受
栫
に
つ
い
て
今
少
し
く
み
る
ざ
、
浦
森
は
上
述
の
各
項
に
夫
荏
關
係
す

る
外
茨
奨
邦
な
る
肴
を
厘
門
同
知
の
妖
分
に
調
袖
せ
る
謝
臓
さ
し
て
二
年
間
に
九
千
一
青
雨
を
受
納
し
、
肌
事
或
は
桟
別
等
の
名
目
で
州

縣
か
ら
二
千
Ｍ
一
千
元
溌
度
の
金
揃
を
屡
糞
受
け
て
を
り
、
「
此
外
州
縣
也
遼
有
迭
過
我
的
我
蛮
一
時
記
憶
不
清
了
」
ご
言
葉
を
濁
し
て

浦
代
肚
愈
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
七
一
・

】
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に
す
ぎ
な
い
。
收
數
の
對
象
を
庇
範
剛
に
亘
っ
て
求
め
え
ら
れ
そ
の
抵
行
に
必
要
な
凡
ゆ
る
利
便
が
容
易
に
え
ら
れ
る
軸
に
於
い
て
、
且

叉
そ
の
肺
會
的
地
位
の
尊
さ
か
ら
威
嚇
ざ
弧
嘩
の
限
り
な
い
力
が
發
揮
さ
れ
る
軸
に
於
い
て
、
弧
樅
を
背
景
き
せ
ざ
る
群
は
自
ら
官
僚
で

あ
る
考
或
ひ
は
官
僚
を
緊
密
に
結
ば
れ
て
ゐ
る
新
の
決
定
的
に
有
利
な
る
に
遥
か
に
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
紳
士
の
も
つ
收
奪
的

性
格
は
弧
椛
さ
の
結
び
付
を
絶
對
的
前
提
條
件
琴
」
す
る
。
こ
の
條
件
を
蛾
も
効
果
的
に
瀧
足
さ
せ
る
途
は
育
僚
に
な
る
こ
こ
で
あ
る
。

そ
の
二
は
か
く
の
如
く
抜
側
な
い
收
敏
の
結
果
菰
上
げ
ら
れ
る
常
は
互
大
な
額
に
逹
す
る
だ
ら
う
事
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
肺
建
疑
獄
事
件

に
例
を
ご
れ
ぱ
、
巡
撫
浦
森
は
そ
の
供
訶
の
中
に
「
我
本
是
塞
士
出
身
家
裏
只
有
数
十
畝
地
」
ご
語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
寒
士

浦
森
が
数
十
年
間
の
官
吏
生
活
中
に
蓄
へ
え
た
姿
産
は
、
銀
廿
八
蕗
Ⅲ
王
一
青
十
四
雨
・
金
錠
及
金
群
共
七
両
八
十
五
剛
・
銭
七
千
六
百

九
十
餘
千
の
外
、
房
屋
九
所
・
田
地
三
千
二
互
一
土
ハ
畝
で
銀
に
し
て
六
蔑
餘
砿
に
逹
す
る
。
右
の
内
に
は
朝
珠
衣
服
玉
器
一
切
雑
物
は

含
れ
て
ゐ
な
い
し
、
金
銀
に
し
て
も
こ
の
外
幾
何
の
も
の
が
應
碇
さ
れ
て
ゐ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
を
も
か
く
嘗
て
の
塞
士
は
今
や
一

紳
士
の
．
收
敏
の
様
交
な
場
合
を
以
上
み
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
Ｅ
一
の
特
に
顯
著
な
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
・
一
は

紳
士
が
收
難
を
な
す
場
合
に
彼
は
育
僚
ざ
し
て
の
弧
椛
を
背
最
に
し
て
そ
れ
を
行
ふ
ざ
云
ふ
事
で
あ
る
。
も
さ
よ
り
郷
紳
が
收
奪
を
行
ふ

場
合
も
厘
盈
あ
る
ざ
は
云
へ
そ
れ
は
前
官
さ
し
て
の
名
紫
を
も
つ
か
、
或
ひ
は
官
僚
亡
組
ぴ
付
く
か
の
何
れ
か
の
場
合
に
於
い
て
■
あ
る

清
代
肚
介
に
描
け
る
紳
士
の
存
在
七
二

ゐ
る
鮎
か
ら
机
淵
な
数
に
及
ん
だ
で
あ
ら
う
事
は
想
像
さ
れ
る
。
次
に
銭
受
栫
は
峨
賄
し
な
い
新
の
訴
訟
は
決
し
て
受
付
け
な
い
ざ
云
ふ

性
妓
も
刻
薄
の
定
評
を
以
て
恐
れ
ら
れ
、
部
下
に
對
し
て
も
金
銀
物
品
の
蛎
物
を
弧
要
す
る
の
が
常
で
あ
り
、
啓
っ
て
そ
の
糀
逝
の
任
に

あ
る
時
州
縣
よ
り
解
逵
す
る
赦
嘘
米
を
市
価
よ
り
釣
上
げ
て
折
銭
せ
し
め
、
或
は
加
銀
を
徴
す
る
等
の
方
法
に
て
両
石
に
つ
き
四
・
五
両

雨
を
私
收
し
て
ゐ
た
事
が
暴
露
さ
れ
て
ゐ
る
。

１
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廉
の
費
康
家
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
は
か
く
し
て
蓄
械
さ
れ
た
壱
、
が
ざ
の
様
に
扱
は
れ
る
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
そ
れ
が
そ
の
催
薪
侈
の
鰯
に
消
押
ぎ
れ
る

の
ざ
、
賓
本
さ
し
て
投
下
さ
れ
利
潤
が
期
待
さ
れ
る
も
の
ど
二
の
場
合
が
老
へ
ら
れ
る
。
前
群
に
つ
い
て
は
改
め
て
云
ふ
迄
も
な
い
が
、

後
蒋
の
場
合
先
つ
考
へ
ら
れ
る
投
姿
の
對
象
は
土
地
で
あ
ら
う
。
例
へ
ぱ
先
の
一
耐
建
巡
撚
祁
媒
で
あ
・
る
が
、
元
僅
か
に
歎
十
畝
を
有
す
る

に
す
ぎ
な
か
っ
た
彼
が
二
十
数
年
後
に
は
三
千
一
舌
二
十
六
畝
の
土
地
を
所
有
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
封
建
就
會
に
於
い
て
雌
尚
の
慨
仙

を
も
つ
土
地
に
養
本
を
投
下
し
て
地
、
壬
ご
な
る
事
は
蚊
も
安
全
な
通
さ
し
て
恐
ら
く
池
肌
通
行
は
れ
て
ゐ
た
方
法
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

し
か
し
か
な
且
両
度
の
商
推
の
發
逹
を
見
せ
て
ゐ
る
岬
川
代
祇
會
に
在
っ
て
は
よ
り
大
な
る
利
潤
を
期
待
し
う
る
別
の
多
く
の
投
餐
の
部

門
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
例
へ
嘆
鈴
慶
川
年
誌
さ
れ
た
乾
賑
帝
の
寵
阪
和
那
は
全
盗
床
八
億
銀
砺
を
こ
え
に
大
寅
栄
で
あ
っ
た
が
、
家
産

秀
川
に
よ
っ
て
彼
は
そ
の
互
大
な
喪
本
を
多
方
而
に
迩
榔
し
て
利
を
醤
ん
で
ゐ
た
事
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
文
宗
遊
録
「
和
帥
二
十
大

罪
」
の
上
諭
に
「
附
近
迩
州
薊
州
地
方
均
有
柑
姉
銭
店
在
計
養
本
又
不
下
十
餘
諏
以
竹
輔
大
庖
下
與
小
民
予
利
」
苣
術
鋪
雄
蔽
經
樫
の
事

変
が
あ
げ
ら
れ
、
叉
「
史
料
旬
刊
」
の
「
嘉
膣
誹
和
抑
案
」
に
よ
れ
ば
、
枠
皿
姉
十
一
犀
、
取
和
腸
千
一
冊
牛
・
取
机
地
千
二
Ｗ
六
十
六
個

従
金
一
両
一
ハ
王
一
両
十
五
銀
剛
等
が
布
川
の
一
小
部
分
ざ
し
て
報
告
さ
れ
て
を
り
、
彼
の
蚕
木
蓮
郷
の
の
大
慨
の
方
向
を
示
し
て
ゐ
る
。

勿
術
和
坤
は
滿
洲
旗
人
、
し
か
も
乾
除
帝
無
二
の
寵
厚
こ
し
て
大
學
士
・
軍
機
大
阪
の
柴
位
に
在
っ
た
大
禰
恢
で
あ
り
、
す
・
ぺ
て
の
漢

人
紳
士
を
彼
に
比
す
る
の
は
術
を
失
す
る
で
あ
ら
う
が
、
し
か
し
常
時
の
官
僚
に
し
て
例
へ
そ
れ
が
猟
人
で
あ
っ
た
、
己
は
云
へ
右
の
様
な

場
合
が
醜
に
明
か
に
存
す
る
以
上
、
或
は
和
抑
に
比
し
遥
か
に
よ
り
小
な
る
規
侠
に
於
い
て
で
あ
る
に
せ
よ
紳
士
述
が
Ｍ
様
な
投
賓
の
方

法
を
選
ば
な
か
っ
た
と
は
断
一
両
し
え
ら
れ
な
い
筈
で
あ
る
・
例
へ
ぱ
縄
域
通
志
（
井
上
陳
政
群
、
明
流
十
五
年
よ
り
廿
年
迄
（
光
緒
八
年

浦
代
疵
竹
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
七
三
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紳
士
は
政
治
經
濟
文
化
上
庶
民
に
對
し
優
越
し
た
地
位
を
占
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
は
清
代
杜
會
に
在
っ
て
は
滿
浦
皇
帝
の
下
に

沌
洲
杢
以
族
・
漢
人
大
商
業
家
芭
並
ん
で
支
配
階
級
の
椛
成
に
塞
與
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
紳
士
が
政
治
的
に
支
配
階
級
の
椎
成

に
琴
與
し
う
る
の
は
官
僚
さ
し
て
図
あ
り
、
經
濟
的
に
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
の
は
官
僚
さ
し
て
蛍
あ
り
、
經
濟
的
に
そ
れ
が
可
能
で
あ
る

の
は
育
僚
ご
し
て
の
弧
權
に
よ
る
收
奪
の
結
果
蓄
稜
し
襲
戯
に
よ
っ
て
図
あ
る
。
即
ち
紳
士
が
支
配
階
級
の
椛
成
に
與
り
う
る
の
は
官
僚

で
あ
る
事
を
そ
の
必
要
條
件
さ
し
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
官
僚
た
る
法
制
的
身
分
を
取
得
す
る
事
は
紳
士
に
こ
っ
て
そ
の
生
存
の
鰯
の
絶
對
的

浦
代
祇
含
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
七
四

よ
り
十
三
年
）
大
賊
狩
命
に
よ
り
浦
剛
に
冊
學
、
そ
の
剛
の
研
究
見
聞
鋒
）
に
は
郷
紳
を
挽
明
し
て
「
財
産
は
或
は
艇
を
事
ざ
し
、
或
は

商
を
醤
み
、
礎
鋪
銭
莊
を
經
理
し
、
そ
の
入
る
所
自
立
す
る
に
足
る
言
召
ご
云
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
光
緒
初
年
の
状
態
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
先
の
乾
降
朝
の
利
那
の
例
ご
を
忠
ひ
合
は
す
れ
ば
、
僻
代
祇
含
の
紳
士
の
選
ん
だ
投
費
の
砿
類
の
中
に
こ
れ
ら
の
極
円
を
加
へ
て
も

過
つ
て
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
・
勿
諭
こ
の
場
合
和
帥
が
「
以
首
輔
大
臣
下
小
雌
稲
利
」
ご
非
難
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
か
ょ
る
投
菱
の
方

法
は
紳
士
の
名
騨
を
保
つ
妓
上
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
だ
ら
う
が
、
そ
れ
は
技
術
的
に
解
決
さ
れ
う
る
上
に
そ
の
利
潤
の
率
か
ら

云
へ
ぱ
こ
れ
は
・
土
地
な
ぞ
よ
り
遥
か
に
有
利
な
投
菱
の
對
象
で
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
や
う
に
現
職
退
職
育
僚
や
そ
れ
ど
結
び
付
い
た
郷
紳
は
收
奪
に
よ
っ
て
術
を
稜
み
、
そ
れ
季
ど
或
は
土
地
に
投
誰
し
成
は
商

業
商
利
愛
盗
本
に
運
稗
し
て
利
殖
を
計
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
紳
士
は
多
く
の
場
合
經
濟
的
に
は
地
主
又
は
商
業
商
利
貸
妾
本
家
ざ
し
て
、

厘
盈
そ
の
雨
群
を
兼
ね
る
者
ざ
し
て
現
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
・
庶
民
に
對
し
て
は
よ
り
優
越
し
た
立
場
に
立
つ
の
で
あ
る
。
．

１
札

へ

五
一

l
l

l

I

■



qF

幻

要
求
な
の
で
あ
る
。
紳
士
が
官
僚
た
ら
ん
ざ
す
る
い
か
に
弧
烈
な
欲
求
を
も
つ
か
を
示
す
も
の
こ
し
て
、
清
代
に
は
學
額
中
瀬
の
増
加
ご

云
ふ
こ
↑
と
が
屡
廷
あ
つ
に
。
例
へ
ぱ
丈
宗
蛮
鋒
に

「
著
該
撫
逵
選
各
該
省
會
公
祀
郷
紳
人
望
素
孚
薪
傳
』
Ⅷ
筋
令
勧
諭
紳
商
民
人
等
鴻
力
輪
將
随
時
奏
請
優
奨
価
各
蹴
該
樹
所
梢
總
数
及
各

州
縣
梢
数
加
庚
中
額
畢
額
」

紳
士
が
剛
練
や
指
輪
の
辮
理
に
忠
誠
を
蕊
せ
ら
れ
た
場
合
免
税
か
或
は
こ
の
加
瀬
を
酬
ひ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
又
紳
士
逹
か
ら
そ
れ
を

諭
願
す
る
場
合
も
唾
交
あ
つ
婿
學
額
さ
は
生
員
の
各
州
縣
定
額
、
中
瀬
は
畢
人
の
各
省
に
於
け
る
夫
れ
で
あ
っ
て
、
そ
の
蛎
加
は
云
ふ

、

迄
も
な
く
紳
士
に
さ
っ
て
は
官
僚
ど
な
り
う
べ
さ
よ
り
多
く
の
機
會
が
提
供
さ
れ
る
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

↓
と
こ
ろ
で
紳
士
に
さ
っ
て
か
や
う
に
亜
大
な
意
味
を
も
つ
官
僚
に
な
る
馬
に
は
科
畢
に
及
鋪
す
る
事
笹
必
塾
、
こ
す
る
が
、
こ
の
科
翠
の

内
容
は
經
學
な
の
で
あ
る
か
ら
、
つ
ま
り
紳
士
に
官
僚
た
る
の
妾
格
ご
椛
威
を
賦
與
し
て
く
れ
る
も
の
は
こ
の
儒
教
で
あ
り
、
從
っ
て
叉

紳
士
は
儒
教
ざ
固
く
結
ば
れ
こ
れ
を
離
れ
て
は
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
や
う
な
一
聯
の
關
係
を
通
し
て
儒
教
は
支
那
献

禽
の
支
配
機
椛
の
支
柱
的
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
Ｅ
云
っ
て
い
比
の
で
あ
る
。

紳
士
の
儒
教
へ
の
依
存
開
係
を
示
す
も
の
ど
し
て
太
平
天
剛
戦
乖
に
際
し
て
現
は
れ
に
紳
士
の
動
回
ど
み
る
事
が
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

例
へ
ぱ
湖
南
郷
勇
軍
の
創
建
粁
曾
國
藩
は
そ
の
「
討
専
匪
椴
」
に
於
い
て
継
糞
数
璽
門
を
尖
し
て
太
平
天
國
を
打
倒
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る

所
以
を
弧
調
し
て
ゐ
る
。
椴
文
は
先
づ
冒
頭
に
太
平
天
國
の
應
殺
捻
掠
の
暴
状
ど
悲
恢
し
、
次
に
中
國
に
は
川
聖
な
る
文
化
の
傳
統
の
就

禽
秩
序
を
維
持
す
る
も
の
あ
り
っ
と
商
唱
し
、
之
に
叛
逆
す
る
事
幸
笹
敢
て
し
に
太
平
天
聞
の
大
罪
ざ
し
て
未
主
教
の
信
仰
、
人
倫
の
破
壊
、

生
葹
組
織
の
破
壊
，
儒
教
の
否
定
．
廟
宇
院
祠
偶
像
の
破
般
の
五
を
あ
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
塒
に
注
ｎ
さ
れ
る
の
は
儒
教
の
危
機
を

清
代
征
愈
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
七
五

ｊ
ｌ
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戸

、

即
ち
曾
國
群
が
從
っ
て
又
彼
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
紳
士
が
太
平
天
剛
に
對
し
て
始
め
や
う
ざ
す
る
岡
ひ
は
。
一
に
は
災
衆
の
救
濟
を

一
に
は
文
化
の
擁
護
を
月
的
ざ
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
政
治
的
に
は
官
惟
さ
し
て
、
經
濟
的
に
は
地
主
或
ひ
は
商
韮
耶
呵
利
貸
喪

本
家
さ
し
て
支
配
階
級
の
一
翼
を
成
す
紳
士
が
貧
農
叛
乱
ご
對
立
す
る
も
の
で
あ
る
事
は
言
を
俟
に
な
い
。
だ
か
ら
太
平
天
國
運
動
に
對

し
て
も
そ
の
土
地
私
有
駿
止
・
財
庵
淡
收
等
の
經
桝
・
農
業
政
策
に
涯
大
の
脅
威
ぜ
感
じ
、
剛
練
や
郷
勇
軍
を
組
織
し
て
剛
は
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
が
し
か
し
太
平
天
閲
運
動
の
脅
威
が
単
に
こ
の
様
な
諦
鮎
に
止
ら
ず
し
て
、
儒
教
の
否
定
ざ
新
文
化
形
態
の

採
川
を
云
ふ
形
を
こ
っ
て
現
は
れ
て
き
た
事
は
紳
士
の
存
立
に
開
す
る
よ
り
本
伐
的
な
利
韓
關
係
に
鋭
く
抵
燗
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
深

刻
な
術
曜
が
紳
士
を
躯
っ
て
傅
統
的
誓
文
化
擁
誰
運
動
に
迄
發
展
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
蓮
動
の
主
咄
荊
が
紳
士
で
あ
っ
た

こ
さ
は
彼
ら
に
儒
教
的
な
治
肴
階
級
さ
し
て
の
立
場
を
反
宿
せ
し
め
、
そ
の
文
化
擁
謹
の
旅
幟
に
よ
り
多
く
の
杵
通
性
ご
砿
柑
性
を
與
へ

る
た
め
に
救
災
愛
腿
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

紳
士
の
本
便
を
こ
の
や
う
に
老
へ
來
る
時
妓
後
に
問
題
ど
な
る
の
は
、
官
恢
の
地
仕
を
志
し
て
科
畢
に
雌
じ
た
紳
士
が
及
箙
し
え
な
か

っ
た
場
合
、
つ
ま
り
官
恢
へ
の
逝
が
彼
の
前
に
附
か
れ
な
か
っ
た
場
合
の
紳
士
の
立
場
如
何
で
あ
る
。
科
畢
は
そ
れ
が
拭
嶮
で
あ
る
以
上
、

學
力
の
不
足
か
或
ひ
は
他
の
よ
り
仙
俗
的
な
理
山
に
よ
っ
て
ぜ
も
落
第
琶
云
ふ
現
象
は
腱
巽
發
生
す
る
の
で
あ
る
．
藩
節
し
た
紳
士
は
椛

力
へ
の
琴
與
を
拒
否
さ
れ
る
上
に
、
そ
れ
に
件
ふ
べ
き
經
濟
的
繁
築
の
希
紫
も
餅
然
絶
た
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
も
し
こ
の
場

合
彼
が
常
裕
で
あ
れ
ば
ざ
も
か
く
、
貧
困
な
紳
士
の
場
へ
、
に
は
州
官
己
云
ふ
手
段
も
不
可
能
で
あ
ら
う
か
ら
落
雛
の
打
確
は
殊
に
痂
切
で

あ
り
、
往
凌
に
し
て
彼
は
紳
士
中
の
落
伍
新
ざ
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
・
か
典
る
蒋
塊
せ
る
紳
士
は
然
ち
ぎ
る
紳
士
塒
に
宵
惟
に
對
し
て
は

全
く
机
容
れ
な
い
立
場
に
立
つ
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
太
平
天
凹
の
満
価
天
王
洪
秀
全
は
秀
才
試
聡
志
胴
の
紳
士
で
あ
っ
た
。
所
が
幸
か
不

消
代
祉
竹
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
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＝

｜
や

猫
偶
凌
稀
に
も
こ
の
蕪
雑
幼
稚
な
一
文
に
Ⅱ
を
通
さ
れ
る
誠
蒜
が
假
に
あ
り
さ
し
て
、
俄
然
抱
か
れ
る
で
あ
ら
う
疑
問
を
豫
想
し
て
お

答
へ
し
て
を
く
必
要
を
感
ず
る
。
そ
れ
は
紳
士
な
る
献
會
勝
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
面
に
於
け
る
凡
ゆ
る
考
察
は
こ
の
小
論
の
術
而
の
目

的
外
に
在
る
ざ
云
ふ
こ
ざ
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
庇
汎
な
る
問
題
を
含
む
分
野
へ
の
探
求
は
私
の
到
底
企
て
え
な
い
所
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
叉
砂
た
る
一
文
の
説
い
て
よ
く
識
し
う
る
、
と
こ
ろ
で
も
な
い
。

浦
代
沈
含
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
七
八

幸
か
彼
は
拭
鰡
に
失
敗
し
て
育
僚
た
ら
ん
ご
す
る
希
望
を
挫
か
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
元
来
貧
困
な
家
に
生
れ
た
彼
は
經
濟
的
に
も
建
直
し

の
望
み
を
失
ひ
、
結
局
か
く
し
て
上
勝
機
榊
か
ら
完
全
に
閉
め
出
さ
れ
た
失
意
落
蝿
の
紳
士
洪
秀
全
は
読
書
人
で
あ
る
彼
に
唯
一
つ
残
さ

れ
て
ゐ
る
文
學
の
知
識
を
以
て
キ
リ
ス
ト
新
教
に
接
近
し
、
獅
自
の
理
解
を
通
し
て
政
滴
的
肺
會
的
内
容
を
以
て
充
さ
れ
主
示
教
的
抑
秘

的
所
説
を
形
成
し
、
こ
の
指
導
理
論
を
以
て
併
時
膨
群
さ
し
て
興
っ
た
農
民
通
勤
を
率
ひ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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